豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２８年４月号

桜は蕾で、風はまだ寒いけど、日差しは強くなり、日照時間が伸びています。春です、歓迎会の季節です。
今月も連携室便りをお届けいたします。　
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２８年５月１０日（火）　午後６時から
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
症例提示：今のところ未定（内科の予定）

症例提示：当院の膵癌手術（外科：小山俊太郎）
３月よりオープン参加となり、７５名の方が参加されました。予想を超える参加があり、私の弁当がなくなりました。院内の参加が大部分ですが、院外薬局の薬剤師の先生の参加が多く、小林先生の新しいC型肝炎治療薬の話が目的だったと思います。今後は、会ごとに対象を変えていく予定です。在宅での医療や介護の問題点に焦点を当てた企画も組んでいきます。　さて、次回は、外科の小山俊太郎先生が当院で行った膵癌手術症例をお話されます。対象を看護婦さんにして下さいと頼みましたので、きっと良くわかると思います。連休明けの５月１０日小山先生の話を聞き逃すな！見逃すな！
肝胆膵疾患、とくに胆道癌や膵臓癌の手術症例は年々増加しています。疫学的な罹患者数の増加だけではなく、画像診断の進歩で発見率が上がったこと、手術技術の進歩・術後管理の向上などによる手術適応の拡大や術前化学療法の導入でかつては手術ができなかった患者も手術ができるようになったことが原因と思われます。しかし、長時間手術を要したり大量出血を見ることも稀ではなく、術後の合併症も多くかつ重篤になりやすいため、術後死亡も多い手術です。術前・術後の各科治療・看護・リハビリなど病院の総合力が問われる領域でもあります。そんなわけで大病院に紹介することが多いのですが当院でも無理のない程度にすこしづつは行っています。当院で最近行った肝胆膵手術についてご紹介します（小山俊太郎）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　　
残念ながら今月はお休みです。　
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●在宅医療バックアップシステム初稼働
北区の往診を支援する「在宅医療バックアップシステム」が初めて稼働しました。登録患者さんが肺炎をおこし緊急に入院が必要となったためです。午後９時１５分病院受け付けに往診主治医の先生からの電話が入りました。「バックアップシステム登録患者です。当直の先生か看護師さんにつないでください」。夜警さんもマニュアルを見ていたので、すぐに当直の先生に繋ぎました（マニュアルでは、夜間休日は、当直看護師ではなく当直医に繋ぐことになっています）。当直は内科の先生で、速やかに状態を聞きました。１５分後の午後９時半救急車で搬送されました。往診主治医から翌朝診療情報提供書がFAXで入り、さらに「スムーズな受け入れでノーストレスであった」と電話も入りました。電話連絡のキーワードは「バックアップシステム登録患者」です。
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●編集：新しい風が入ってきました。慣れたら飲みに連れて行ってあげましょう。焼鳥屋には、事務長が居るかもしれません。奢ってもらえるかも？副院長　柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

